




















































































































































































神奈川大学心理・教育研究論集　第 43 号（2018 年 3 月 9日）
して生徒自らが問題意識をもち，自分の
課題として，その解決のために主体的に
学習に取り組むことができる。
　 （イ）学習課題を設定することにより学習の
見通しや学習の筋道を立てることができ
る。具体的には，「～のようなことは大
切であると思うが，なかなか実行に移せ
ない」でいる今の自分の姿（意識）を取
り上げ，「その課題を解決するためには，
今の自分にどのような考え方，感じ方，
行動の仕方が必要なのか」などの学習課
題を設定する。
　 （ウ）学習課題を解決することにより，生徒
一人ひとりが資料を通して得た高い道徳
的価値と照らして今の自分を振り返り，
内省を図ることが大切である。
　ウ　「学習課題」と資料との関連
　資料は「学習課題」を解決する手段，手がか
りとなるものである。したがって，何のために
資料を読むのか，「読みの視点」を与えること
が大切である。
（５）道徳の時間の学習過程における自己を見
　　つめる段階（振り返り）の工夫
　ア　自己を見つめる段階（振り返り）の意義
　道徳の時間では，資料を通して得たより高い
道徳的価値と照らして，自分の生活を振り返
り，自分を見つめ，自分を語ることで道徳的価
値を自覚させることが も重要なことであり，
自己を見つめる段階（振り返り）なくして道徳
の時間は成立しない。
　イ　自己を見つめる段階（振り返り）を充実
　　させる支援の方法
　生徒一人ひとりが自分の問題としての解決を
図る過程である。生徒相互の振り返りを促し，
自己を語るように支援の方法を工夫することが
大切である。
　資料に対する発問だけではなく，資料を通し
て得たより高い道徳的価値と照らして，自分の
生活を振り返り，自分を見つめることができる
発問が必要である。これまでの自分のよかった
点とその理由，今の自分に必要な「ものの見方，
考え方，感じ方」とその理由等をワークシート
などに記述することにより，生徒自身が意識の
変容を実感することができ，生徒自身の課題解
決をさせることが大切である。
　そして，その記述をもとに自己を語ったり，
生徒相互の振り返り（語り合い）を促すような
支援が大切であり，道徳的価値の自覚が深まる
ようにする。
　なお，体験や経験の羅列に終始することな
く，体験や経験と重ね合わせて，「道徳的価値
と今の自分の考え方，感じ方の違いはなぜ生ま
れるのか」「今の自分に必要な見方，考え方は
何か」などを引き出すことが大切である。単に
「これからどうする」のように，決意表明にな
らないよう配慮することが大切である。
３　まとめ
　学校の全教育活動を通して道徳教育は行われ
るものである。そこで，各教科，総合的な学習
の時間及び特別活動においては，指導目標やね
らいと道徳内容との関連を明確にし，それぞれ
の場面で道徳性を養う教育活動を展開する必要
があることは言うまでもないことである。
　道徳の時間の授業においては，各教科，総合
的な学習の時間及び特別活動で意識した道徳的
価値を，年間指導計画に従って，補ったり，よ
り一層深めたり，内容項目の相互のつながりを
まとめたりしながら，「ねらい」とする道徳的
価値を明確に意識しその実効性を高める時間で
ある。つまり，ＤＶＤ視聴，自然体験，福祉体
験だけでは道徳の時間の授業とはいえない。
　道徳の時間の授業の「ねらい」は，生徒の発
達の段階や生徒の実態に即し，資料の扱いを踏
まえて道徳的判断力，道徳的心情，道徳的実践
意欲と態度の諸様相のどの諸様相を身に付ける
のかを明確にして設定される。この「ねらい」
─ 59 ─
道徳の時間の指導と工夫と改善
を達成するには，学習の主体者である生徒が，
この時間で自分の見方，考え方，感じ方の何に
ついて考え，話し合い，語り合うのかを把握し，
これまでの自分をしっかりと振り返り，これか
らの自分の生き方に結び付くような学習プロセ
スでなければならない。これらを十分に踏まえ，
道徳の時間の中で，生徒が主体的に道徳的価値
の自覚を深めるために，横浜市立中学校道徳教
育部会の「３年間を見通した計画的，発展的な
指導」「学習課題の設定」及び「自己を見つめ
る段階（振り返り）」の研究を推し進め，様々
な場面で発表を行ってきた。
　また，平成２７年３月２７日，文部科学省は
中央教育審議会答申「道徳に係る教育課程の改
善等について」を受けて学習指導要領を一部改
正して告示をした。そこで改正された大きな変
更点は，これまでの道徳の時間を「特別の教科
　道徳」（道徳科）として義務教育学校の教育
課程に位置付けることである。つまり教科化さ
れると道徳科の授業では検定教科書を使い，「ね
らい」の達成を目指した様々な指導方法により
授業を進め，評価も行っていくこととなる。た
だ，道徳に関しては数値による評価は行わず，
他の生徒との比較による評価でなく，生徒がい
かに成長したかを積極的に受け止めて認め，励
ます個人内評価，さらに記述式評価とすること
となっている。ここで大切なことは年間３５時
間の道徳科の授業をいかに充実させることがで
きるかである。道徳教育の充実は，落ち着いた
温かい学級づくりや「確かな学力」の定着にも
つながることが，先進的な道徳教育研究校等で
実践され確認されている。そこで，生徒たちが
さらに「よりよい生き方」を目指していけるよ
う，より一層道徳教育の推進・充実を目指して
取り組んでいければと考える。
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